
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
三
編
第
二
章
第
七
節
第
三
款
中
第
六
百
十
七
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
賃
借
物
の
全
部
滅
失
等
に
よ
る
賃
貸
借
の
終
了
）

第
六
百
十
六
条
の
二

賃
借
物
の
全
部
が
滅
失
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
使
用
及
び
収
益
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
場
合
に
は
、
賃
貸
借
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
終
了
す
る
。

第
六
百
十
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
中
「
た
だ
し
、」の
下
に
「
第
六
百
二
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
加
え

る
。第

六
百
二
十
条
中
「
お
い
て
、
当
事
者
の
一
方
に
過
失
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
者
に
対
す
る
」
を
「
お
い
て
は
、」

に
改
め
る
。

第
六
百
二
十
一
条
及
び
第
六
百
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
賃
借
人
の
原
状
回
復
義
務
）

第
六
百
二
十
一
条

賃
借
人
は
、
賃
借
物
を
受
け
取
っ
た
後
に
こ
れ
に
生
じ
た
損
傷
（
通
常
の
使
用
及
び
収
益
に
よ
っ

て
生
じ
た
賃
借
物
の
損
耗
並
び
に
賃
借
物
の
経
年
変
化
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）が
あ
る
場
合
に
お

い
て
、
賃
貸
借
が
終
了
し
た
と
き
は
、
そ
の
損
傷
を
原
状
に
復
す
る
義
務
を
負
う
。
た
だ
し
、
そ
の
損
傷
が
賃
借
人

の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
使
用
貸
借
の
規
定
の
準
用
）

第
六
百
二
十
二
条

第
五
百
九
十
七
条
第
一
項
、第
五
百
九
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
並
び
に
第
六
百
条
の
規
定
は
、

賃
貸
借
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
三
編
第
二
章
第
七
節
に
次
の
一
款
を
加
え
る
。

第
四
款

敷
金

第
六
百
二
十
二
条
の
二

賃
貸
人
は
、
敷
金
（
い
か
な
る
名
目
に
よ
る
か
を
問
わ
ず
、
賃
料
債
務
そ
の
他
の
賃
貸
借
に

基
づ
い
て
生
ず
る
賃
借
人
の
賃
貸
人
に
対
す
る
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
を
担
保
す
る
目
的
で
、
賃
借
人
が

賃
貸
人
に
交
付
す
る
金
銭
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
受
け
取
っ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
次
に
掲

げ
る
と
き
は
、
賃
借
人
に
対
し
、
そ
の
受
け
取
っ
た
敷
金
の
額
か
ら
賃
貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
賃
借
人
の
賃
貸
人

に
対
す
る
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
の
額
を
控
除
し
た
残
額
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

賃
貸
借
が
終
了
し
、
か
つ
、
賃
貸
物
の
返
還
を
受
け
た
と
き
。

二

賃
借
人
が
適
法
に
賃
借
権
を
譲
り
渡
し
た
と
き
。

２

賃
貸
人
は
、
賃
借
人
が
賃
貸
借
に
基
づ
い
て
生
じ
た
金
銭
の
給
付
を
目
的
と
す
る
債
務
を
履
行
し
な
い
と
き
は
、

敷
金
を
そ
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
賃
借
人
は
、
賃
貸
人
に
対
し
、
敷
金

を
そ
の
債
務
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
六
百
三
十
七
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
か
ら
第
六
百
四
十
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
目
的
物
の
種
類
又
は
品
質
に
関
す
る
担
保
責
任
の
期
間
の
制
限
）

第
六
百
三
十
七
条

前
条
本
文
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
注
文
者
が
そ
の
不
適
合
を
知
っ
た
時
か
ら
一
年
以
内
に

そ
の
旨
を
請
負
人
に
通
知
し
な
い
と
き
は
、
注
文
者
は
、
そ
の
不
適
合
を
理
由
と
し
て
、
履
行
の
追
完
の
請
求
、
報

酬
の
減
額
の
請
求
、
損
害
賠
償
の
請
求
及
び
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

前
項
の
規
定
は
、
仕
事
の
目
的
物
を
注
文
者
に
引
き
渡
し
た
時
（
そ
の
引
渡
し
を
要
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、

仕
事
が
終
了
し
た
時
）
に
お
い
て
、
請
負
人
が
同
項
の
不
適
合
を
知
り
、
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
っ
て
知
ら
な
か
っ

た
と
き
は
、
適
用
し
な
い
。

第
六
百
三
十
八
条
か
ら
第
六
百
四
十
条
ま
で

削
除

第
六
百
四
十
二
条
第
一
項
後
段
を
削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
請
負
人
に
よ
る
契
約
の
解
除
に
つ
い
て
は
、
仕
事
を
完
成
し
た
後
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
百
四
十
二
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に

次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
場
合
に
お
い
て
、
請
負
人
は
、
既
に
し
た
仕
事
の
報
酬
及
び
そ
の
中
に
含
ま
れ
て
い
な
い
費
用

に
つ
い
て
、
破
産
財
団
の
配
当
に
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
百
四
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
復
受
任
者
の
選
任
等
）

第
六
百
四
十
四
条
の
二

受
任
者
は
、
委
任
者
の
許
諾
を
得
た
と
き
、
又
は
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
る
と
き
で
な
け

れ
ば
、
復
受
任
者
を
選
任
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

２

代
理
権
を
付
与
す
る
委
任
に
お
い
て
、
受
任
者
が
代
理
権
を
有
す
る
復
受
任
者
を
選
任
し
た
と
き
は
、
復
受
任
者

は
、
委
任
者
に
対
し
て
、
そ
の
権
限
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
受
任
者
と
同
一
の
権
利
を
有
し
、
義
務
を
負
う
。

第
六
百
四
十
八
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

受
任
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
既
に
し
た
履
行
の
割
合
に
応
じ
て
報
酬
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

委
任
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
っ
て
委
任
事
務
の
履
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
と
き
。

二

委
任
が
履
行
の
中
途
で
終
了
し
た
と
き
。

第
六
百
二
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
履
行
の
割
合
に
応
じ
た
報
酬
）

第
六
百
二
十
四
条
の
二

労
働
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
既
に
し
た
履
行
の
割
合
に
応
じ
て
報
酬
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

一

使
用
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
っ
て
労
働
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
。

二

雇
用
が
履
行
の
中
途
で
終
了
し
た
と
き
。

第
六
百
二
十
六
条
第
一
項
中
「
雇
用
が
当
事
者
の
一
方
若
し
く
は
第
三
者
の
終
身
の
間
継
続
す
べ
き
」
を
「
そ
の
終

期
が
不
確
定
で
あ
る
」
に
改
め
、
た
だ
し
書
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中
「
と
き
は
、
三
箇
月
前
に
」
を
「
者
は
、
そ
れ

が
使
用
者
で
あ
る
と
き
は
三
箇
月
前
、
労
働
者
で
あ
る
と
き
は
二
週
間
前
に
、」に
改
め
る
。

第
六
百
二
十
七
条
第
二
項
中
「
に
は
、」の
下
に
「
使
用
者
か
ら
の
」
を
加
え
る
。

第
六
百
三
十
四
条
の
前
の
見
出
し
を
削
り
、
同
条
か
ら
第
六
百
三
十
六
条
ま
で
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
注
文
者
が
受
け
る
利
益
の
割
合
に
応
じ
た
報
酬
）

第
六
百
三
十
四
条

次
に
掲
げ
る
場
合
に
お
い
て
、
請
負
人
が
既
に
し
た
仕
事
の
結
果
の
う
ち
可
分
な
部
分
の
給
付
に

よ
っ
て
注
文
者
が
利
益
を
受
け
る
と
き
は
、
そ
の
部
分
を
仕
事
の
完
成
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
請
負
人

は
、
注
文
者
が
受
け
る
利
益
の
割
合
に
応
じ
て
報
酬
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

注
文
者
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
由
に
よ
っ
て
仕
事
を
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と

き
。

二

請
負
が
仕
事
の
完
成
前
に
解
除
さ
れ
た
と
き
。

第
六
百
三
十
五
条

削
除

（
請
負
人
の
担
保
責
任
の
制
限
）

第
六
百
三
十
六
条

請
負
人
が
種
類
又
は
品
質
に
関
し
て
契
約
の
内
容
に
適
合
し
な
い
仕
事
の
目
的
物
を
注
文
者
に
引

き
渡
し
た
と
き
（
そ
の
引
渡
し
を
要
し
な
い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
仕
事
が
終
了
し
た
時
に
仕
事
の
目
的
物
が
種
類
又

は
品
質
に
関
し
て
契
約
の
内
容
に
適
合
し
な
い
と
き
）
は
、
注
文
者
は
、
注
文
者
の
供
し
た
材
料
の
性
質
又
は
注
文

者
の
与
え
た
指
図
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
適
合
を
理
由
と
し
て
、
履
行
の
追
完
の
請
求
、
報
酬
の
減
額
の
請
求
、
損
害

賠
償
の
請
求
及
び
契
約
の
解
除
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
請
負
人
が
そ
の
材
料
又
は
指
図
が
不
適
当
で

あ
る
こ
と
を
知
り
な
が
ら
告
げ
な
か
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
百
四
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
成
果
等
に
対
す
る
報
酬
）

第
六
百
四
十
八
条
の
二

委
任
事
務
の
履
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
成
果
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
う
こ
と
を
約
し
た
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
成
果
が
引
渡
し
を
要
す
る
と
き
は
、
報
酬
は
、
そ
の
成
果
の
引
渡
し
と
同
時
に
、
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

２

第
六
百
三
十
四
条
の
規
定
は
、
委
任
事
務
の
履
行
に
よ
り
得
ら
れ
る
成
果
に
対
し
て
報
酬
を
支
払
う
こ
と
を
約
し

た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
六
百
五
十
一
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
委
任
の
解
除
を
し
た
者
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
相
手
方
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
や
む
を
得
な
い
事
由
が
あ
っ
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

相
手
方
に
不
利
な
時
期
に
委
任
を
解
除
し
た
と
き
。

二

委
任
者
が
受
任
者
の
利
益
（
専
ら
報
酬
を
得
る
こ
と
に
よ
る
も
の
を
除
く
。）を
も
目
的
と
す
る
委
任
を
解
除
し

た
と
き
。
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